
	 尿酸，XORと内皮細胞障害特 集 尿酸，XORと内皮細胞障害

24 (24)　高尿酸血症と痛風　2018 Vol.26 No.1

1）XORと活性酸素
Xanthine oxidoreductase and reactive oxygen species
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はじめに

　活性酸素に関する研究は多く，その対策として薬剤
や天然物の提案や販売もなされている。しかし，多く
の研究において活性酸素やその生成酵素などについて
一部を除き，疑問に思われる事項が散見される。活性
酸素の生成酵素は多く存在するが，その酵素の正確な
理解なしには確実な研究成果は得られない。本稿では
最初にスーパーオキシドの生成酵素として発見され，
またプリン代謝に関連したキサンチン酸化還元酵素

（xanthine oxidoreductase；XOR）とそれに関連した
活性酸素についての問題に視点を定め，基本的な酸素
と活性酸素の事項，XORが活性酸素を生成する条件，
そして臨床医学に関連した事項の概略について述べる。
なおこれらの多くはすでに本誌のXORの歴史やさまざ
まな総説でも詳しく述べられており参照されたい1）。

1 酸素の電子状態
　酸素原子の電子数は合計 8 個である。電子の分布
は，K殻の 1 s軌道に 2 個，最外殻のL殻の 2 s軌道に 2
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Summary

　キサンチン酸化還元酵素（XOR）はプリン排泄系に
属する酵素である。尿酸を産生する唯一の酵素として
痛風治療薬の標的となっているため，医学的に重要な
蛋白質である。XORは最初に見出されたO2-産生酵素
であり，それがスーパーオキシド不均化酵素の発見に
繋がり，さらに虚血再灌流障害など，さまざまな病態
に関与するなど活性酸素に関連する多くのトピックス
をもっている。XORは特定の条件下で脱水素酵素型か
ら酸化酵素型へ構造変化を起こし，種々の生理作用，
病態に関与する。活性変換機構は複雑な構造変化のリ
レーシステムによるものである。
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